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＜連絡事項＞
・医療法　立ち入り検査終了している。

＜患者様連絡事項＞
・太田 省三様～甥様より急変時の対応について連絡あり対応。入院時の書類には②当院での対応と記載したが、家族とも話し合い、①搬送希望へ変更したいとのこと。甥様が東京在住であり、搬送時にすぐに来院できない可能性があること説明するも「②だと選択肢がないですよね。選択肢が欲しいんです。病院に行けるとかそんなのはすぐには無理に決まってるけど、その時にできる最善はつくすので①の搬送に変えたい。その時の状態で搬送しないかもしれないが、連絡もらえればその時に考えますから。」と話される。後日書類は郵送することとし、当院としても急変など何かあった際にはすぐに連絡すること説明している。

・西館　金政様～退院指示、退院時処方済。

・西村　はなよ様～両大腿部のX-P検査実施。本日のX-P上、異常所見ないため離床進めるように指示あり。

・山本　つぎ様～主治医より対面面会許可あり。明後日面会予定あり、説明お願いします。

・袴田　裕國様～サポートハウス絆入居の為当院退院。

・見附 清孝様～12/25　14：00カームライフ訪問調査予定。

・川村　亨様～返却書類あり、医事へ寄った際に病棟へ連絡来るので渡して下さい。Bチームファイルにあります。他返却物もB詰所内にあり、渡してください。

＜皮膚科診察情報＞
・上平　キヨ様～臀部、肛門部発赤、びらんあり。表皮剥離部の左側にはテラマイシン軟膏+ガーゼ保護。発赤部にはエキザルベ塗布指示あり。

・佐々木　昭三様～両趾爪白癬あり、テルビナフィン外用液処方。

・風間　和子様～仙骨部表皮剥離部にテラマイシン軟膏+ガーゼ保護。臀部にエキザルベ塗布指示あり。

・上野　揚子様～右大転子部、軽快あり、保護フォルム貼付へ変更。

・小笠原 昭三様～左前腕部治癒、他処置継続。

・北野 恵一様～額部治癒。

・佐藤 公子様～左臀部の潰瘍部にはブロメライン軟膏+ガーゼへ変更。他は処置継続。

・下村 功一様～仙骨部表皮剥離は治癒も一部発赤ありエキザルベ塗布指示あり。
・山本 つぎ様～両踵はガーゼ保護のみへ変更、他処置継続。
					
＜要注目患者様情報＞	
・下村　功一様～体温37.5℃、血圧167/84ｍｍｈｇ、他バイタルサインの異常なし。意識レベルの低下や痰鳴なし。

・蹴揚　ヒサ様～ゼリー食介助にて概ね摂取。バイタルサインの異常なし。疎通良好。

・佐藤　公子様～バイタルサインの異常なし。声掛けに対し小声での返答あり。点滴トラブルなし。

・間澤　ハル様～徘徊なく、対面時穏やか。不調の訴えなし。

・榊　純一様～10時体温38.5℃、他バイタルサインの異常や感冒症状なし。クーリングや寝具調整にて対応、以後体温36.5℃まで解熱している。食事は介助にて概ね摂取できている。

・山本　つぎ様～酸素飽和度90％台、呼吸苦訴えなし、他イタルの著変なし。食事は1/4～2/3摂取している。点滴漏れあり、差し替え施行。

・三浦　雄作様～バイタルの著変なし。食事は各食2/3摂取。指示の点滴トラブルなし。表情穏やか危険行為なく過ごされる。

・花生　健治郎様～不穏や易怒性なく穏やかに過ごされている。

・坂本　愛子様～他者との交流みられ、不穏なく穏やかに過ごされる。

[bookmark: _GoBack]・太田　省三様～不穏や問題行動なく、穏やかに過ごされる。
